
公
的
年
金
積
立
金
が
２
０
１
５
年
度
の
運
用
で

「
５
兆
３
千
億
円
の
損
失
を
出
し
た
」
と
年
金
積

立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
が
、

７
月
29
日
発
表
し
ま
し
た
（
発
表
は
例
年
７
月
初

め
で
あ
っ
た
が
、
参
院
選
挙
対
策
の
た
め
に
遅
ら

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）
。
安
倍
政
権
の
も
と

で
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
２
０
１
４
年
10
月
か
ら
株
式
運
用

比
率
を
24
％
→
50
％
へ
倍
増
し
、
一
時
上
げ
た
株

価
が
世
界
的
な
不
況
で
下
落
。
大
幅
な
運
用
損
を

出
し
ま
し
た
。
安
倍
政
権
が
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
運
用
方

針
を
転
換
し
た
理
由
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
株
高
を
演
出
し
た
い
思

惑
か
ら
で
し
た
。

株
運
用
の
損
失
は
今
年
４
～
６
月
に
も
５
兆
円

あ
り
、
全
体
で
10
兆
円
を
大
幅
に
超
え
て
い
る
と

専
門
家
は
見
て
い
ま
す
。

国
民
が
こ
つ
こ
つ
支
払
っ
て
い
る
国
民
年
金
や

厚
生
年
金
の
保
険
料
の
う
ち
年
金
給
付
に
使
わ
れ

て
い
な
い
部
分
が
年
金
積
立
金
で
す
。
そ
の
額
は

約
１
４
０
兆
円
、
国
民
の
共
有
財
産
で
す
。

年
金
裁
判
の
原
告
伊
藤
千
枝
子
さ
ん
（
春
日
部

支
部
）
は
、
「
私
た
ち
が
苦
し
い
生
活
の
中
か
ら

払
っ
て
き
た
積
立
金
が
株
で
消
え
て
い
く
な
ん
て
、

ひ
ど
す
ぎ
る
」
、
財
界
人
か
ら
も
「
国
民
か
ら
集

め
た
金
で
『
ば
く
ち
』
を
や
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
」

と
厳
し
い
批
判
。
米
国
で
さ
え
公
的
年
金
は
株
式

運
用
を
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。
危
険
な
投
機
的
運

用
か
ら
手
を
引
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

安
倍
政
権
の
責
任
を
追
及
し
、
年
金
積
立
金
は

「
株
投
機
」
に
使
う
の
で
は
な
く
、
国
民
の
年
金

受
給
権
の
安
定
的
な
保
障
の
た
め
に
活
用
す
る
運

動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
組
合
の
連
合
も
「
労
使
や
国
民
に
十
分
な

説
明
を
欠
い
た
ま
ま
変
更
し
た
こ
と
が
極
め
て
問

題
だ
と
思
わ
な
い
か
？
」
と
チ
ラ
シ
で
指
摘
し
て

い
ま
す
。

（
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宇
佐
美

忠
利
）

２０１６年８月１７日(水)発行 全日本年金者組合越谷支部ニュース『ねんきん越谷』 第２１９号

ク
ラ
ブ
活
動
案
内

(

袋
山)

谷
口
文
章
生

球
児
の
夏
日
焼
け
の
顔
の
歯
が
笑
う

四
苦
八
苦
パ
ズ
ル
を
解
く
や
遠
花
火

子
供
等
の
電
話
相
談
夏
休
み

俳
句

絵手紙 (千間台西) 田口小夜子

越谷支部のホームページをご覧ください。 http://www.geocities.jp/nenkinkoshigaya/ 「年金者組合 越谷支部」で検索できます。

【
囲
碁･

将
棋
ク
ラ
ブ
例
会
】

日
時

９

月
５
、
19
日(

月)

13
時
～
17
時

会
場

北
部
市
民
会
館

２
階
和
室
（
う
め
）

会
費

半
年

６
０
０
円

連
絡
先

内
藤
（
９
６
５
）
３
１
４
９

【
民
謡
ク
ラ
ブ
『
な
ず
な
の
会
』
】

日
時

９

月
２
、
23
日
（
金
）
13
時
半
～
15
時
半

会
場

大
沢
公
民
館

会
費

月
２
０
０
０
円

講
師

藤
本
秀
琉

連
絡
先

樋
口
（
９
６
４
）
８
１
４
６

【
絵
手
紙
ク
ラ
ブ
】

日
時

９

月
21
日(

水)

13
時
半
～
。

会
費

月
３
０
０
円

連
絡
先

仁
多
見
（
９
８
６
）
９
０
１
０

【
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】

日
時

９

月
８
日(

木)

12
時
～

会
費

１
０
０
０
円

連
絡
先

吉
田
０
９
０
（
５
４
９
９
）
１
７
０
８

【
第
二
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】

日
時

９

月
15
日(

木)

13
時
～

会
費

１
０
０
０
円

連
絡
先

木
暮

昂
０
９
０
（
２
９
１
９
）
６
２
０
９

【
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
】

日
時

９

月
９

、
23
日(

金)

13
時
半
～

会
場

越
労
連
事
務
所

連
絡
先

五
十
嵐
（
９
６
６
）
０
８
２
０

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
】

日
時

９

月
16
日(

土)

13
時
30
分
～

会
場

松
原
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル

連
絡
先

舟
山

（
９
８
５
）
１
９
０
８

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
】

日
時

９

月
２
、
９
日(

火)

９
時

会
場

南
越
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド

連
絡
先

吉
田
０
９
０
（
５
４
９
９
）
１
７
０
８

２
０
１
６
年
度
の
新
役
員

支
部
長

吉
田

健
治

副
支
部
長

宇
佐
美
忠
利

副
支
部
長

森
山

勝
司

副
支
部
長

山
本

英
郎

書
記
長

五
十
嵐
光
範

書
記
次
長

伊
藤

剛

書
記
次
長

樋
口

昭
男

書
記
次
長

吉
田

正
美

書
記
次
長

和
田

幸
雄

執
行
委
員

足
立

秀
機

伊
東

正
人

大
野

幸
男

栗
原

三
郎

木
暮

昴

瀬
川
依
子

田
口
小
夜
子

広
瀬

久
雄

保
坂

一
歩

松
本

久
子

森

秀
夫

会
計
監
査

小
口

文
子

香
田

徹
也

顧
問

家
所

柳
作

来
栖

啓
三
郎

工
藤

卓
治

二
瓶

英
夫

佐
伯

正
夫

飛
山

幸
夫

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年金者組合第24回定期大会 大 会 宣 言
私たちはこの1年間、誕生会を兼ねた4大行事、趣味を生かしたクラブ活動、シティウオークなどの楽しい行動と、県

本部や民主団体が行うさまざまな行動、それらを知らせる「ねんきん越谷」の発行など、さまざまなことに取り組んで

きました。

一方振り返ってみれば、生活の糧である年金は｢マクロ経済スライド｣で下がり続け、年金積立金の株式運用拡大で出

した大損失を私たちに押し付けようとしています。私たちの住む越谷市でも下水道料金を始め諸物価はジワリと上がり

続け｢不況感｣は覆うべくもありません。

参議院選挙の結果、自民党・公明党など与党が多数を占め、70年以上にわたって世界に誇ってきた｢平和憲法｣は改憲

論議が一挙に進み兼ねない情勢が生まれました。しかし昨年来の安保法制＝戦争法を許さない運動をはじめ、国民のと

てつもない粘り、頑張りが短期間に成し遂げたことも実に見事でした。たとえば参議院選挙、野党共闘は沖縄・福島両

選挙区で現職大臣を落選させました。国民の底力に今後の明るい光を感じます。

これからも、楽しい行動をやりながら、「年金者組合」の名前のとおり「年金改悪を許さない」運動をしっかり握っ

て離さない、そういう組合をめざしてがんばりましょう。

2016年8月1日 全日本年金者組合越谷支部第24回定期大会

ば
く
ち
（
株
）
は
や
め
ろ
！

国
民
の
財
産
「
年
金
積
立
金
」

大
損
失
！

輝
け
！
女
性
の
集
い

今
回
の
配
布
物
に
「
輝
け
！
女
性
の
集
い
」

の
チ
ラ
シ
を
折
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
支
部
の
役
員
に
９
月
18
日
（
日
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

お
願
い

今
回
の
配
布
物
に
「
年
金
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟
」
の
公

正
判
決
を
求
め
る
要
請
書
を
折
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
署
名
の
上
、
支
部
の
役
員
に

９
月
18
日
（
日
）
ま
で
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
積
立
金
が
２
０
１
５
年
度
の
運
用
で

「
５
兆
３
千
億
円
の
損
失
を
出
し
た
」
と
年
金
積

立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
が
、

７
月
29
日
発
表
し
ま
し
た
（
発
表
は
例
年
７
月
初

め
で
あ
っ
た
が
、
参
院
選
挙
対
策
の
た
め
に
遅
ら

し
た
と
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と
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。
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的
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ら
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が
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。

安
倍
政
権
の
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を
追
及
し
、
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積
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に
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の
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きました。

一方振り返ってみれば、生活の糧である年金は｢マクロ経済スライド｣で下がり続け、年金積立金の株式運用拡大で出

した大損失を私たちに押し付けようとしています。私たちの住む越谷市でも下水道料金を始め諸物価はジワリと上がり

続け｢不況感｣は覆うべくもありません。

参議院選挙の結果、自民党・公明党など与党が多数を占め、70年以上にわたって世界に誇ってきた｢平和憲法｣は改憲

論議が一挙に進み兼ねない情勢が生まれました。しかし昨年来の安保法制＝戦争法を許さない運動をはじめ、国民のと

てつもない粘り、頑張りが短期間に成し遂げたことも実に見事でした。たとえば参議院選挙、野党共闘は沖縄・福島両

選挙区で現職大臣を落選させました。国民の底力に今後の明るい光を感じます。

これからも、楽しい行動をやりながら、「年金者組合」の名前のとおり「年金改悪を許さない」運動をしっかり握っ

て離さない、そういう組合をめざしてがんばりましょう。

2016年8月1日 全日本年金者組合越谷支部第24回定期大会
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